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2025 年度実施報告書 

国際科学技術共同研究推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

【研究領域名：生物資源の持続可能な生産と利用に資する研究】 

【研究課題名：水稲の再生力を活用した多回収穫稲作技術体系の開発】 

採択年度：令和  7年（2025 年）度/研究期間：５年 

相手国名：ウガンダ共和国 

国際共同研究期間*1 

2026年  8月から 2031年  8月まで 

JST側研究期間*2 

2025年  5月  1日から 2031年  3月  31日まで 

（正式契約移行日  2026 年  4月  1日） 

*1 R/D に基づいた協力期間（JICAナレッジサイト等参照）

*2 開始日=暫定契約開始日、終了日=JSTとの正式契約に定めた年度末

研究代表者： 
坂上 潤一（鹿児島大学 教授） 
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課題 2－1について、再生イネ栽培マップ作成に必要な衛星データ等情報取集を行った。また、具体的な

マップ作成に使用するデータの構成を試行した。課題 2－2、3、4については、各種実験計画書を作成す

るとともに、2026 年 9 月 20 日～29 日に実施した詳細策定調査において、カウンターパート研究者と役

割分担等について検討し、現場における試験導入の準備を進めた。さらに、導入機器の調査と選定を行

い、研究基盤を整えた。 

研究題目 3「炭素貯留と温室効果ガス削減のメカニズム解明」 

課題 3 の研究代表らが 2025 年 12 月 15 日～24日に NaCRRI および実験圃場を視察し、実験室の整備状況

や圃場の様子を理解した。これを踏まえ、課題 3の担当者間で情報共有を行い、今後の実験設計を具体化

した。また、課題 3で実施する実験機器のリスト化および発注を行うとともに、現地で実験が円滑に実施

できるよう、各共同研究機関において予備実験を開始した。 

研究題目 4「再生水稲栽培の技術の経済性評価」 

課題 4 の研究担当者を新に１名加え、体制強化を図った。現地のカウンターパートとメール等で意見交

換するとともに、農家調査導入に向けて準備をした。また、開発技術の経済性評価に必要な統計情報に

ついて情報源の把握とデータ収集を試みた。 

「論文」「特許」；なし

1. 研究進捗状況と成果

研究題目 1「高再生水稲品種の育成」 

課題 1の研究代表者が課題３の共同研究者とともに、2025年 12月 15日～24 日に現地視察を行い、カ

ウンターパート研究者ら関係者と意見交換をした。また、試験圃場や設置分析機器の稼働状態について

も確認をした。さらに、次年度の研究実施に向けて、供試品種の情報収集および国内にて予備試験を実

施した。 

研究題目 2「再生イネ栽培管理技術の開発」 




